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「
ぎ
ん
れ
い
だ
よ
り
」
発
行
に
あ
た
っ
て 

（
公
社
）
銀
鈴
会
会
長 

松
山
雅
則

銀
鈴
会
は
喉
頭
、
咽
頭
、
甲
状
腺
、
食
道

な
ど
の
腫
瘍
の
た
め
、
声
帯
を
摘
出
し
声
を

失
っ
た
人
達
が
食
道
発
声
、
電
気
式
人
工
喉

頭
（
Ｅ
Ｌ
）
発
声
、
シ
ャ
ン
ト
手
術
に
よ
る

発
声
の
代
替
音
声
の
獲
得
を
お
手
伝
い
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
東
京
を
中
心

に
約
１
１
０
０
名
の
会
員
が
お
互
い
に
助

け
合
い
、
年
間
百
数
回
の
発
声
訓
練
を
通
し

て
、
幸
せ
な
生
活
と
社
会
参
画
の
実
現
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

当
会
は
昭
和
29
年
に
創
立
さ
れ
、
大
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
声

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
我
々
は
先
に
声
を
失

っ
た
先
輩
喉
摘
者
が
新
人
喉
摘
者
に
発
声

を
指
導
す
る
と
い
う
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
60

年
に
亘
っ
て
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
手
術

直
後
の
喉
摘
者
が
入
会
し
て
、
お
互
い
に
支

え
合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
発
声
練
習
に

励
み
、
失
意
と
不
安
か
ら
立
ち
上
が
り
、
や 

が
て
ス
ピ
ー
チ
が
出
来
る
ま
で
に
上
達
し

て
い
く
姿
に
は
感
動
を
覚
え
ま
す
。 

公
的
支
援
は
少
な
く
自
ら
の
努
力
を
前

提
に
皆
様
か
ら
会
費
や
ご
寄
付
の
支
援
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
銀
鈴
会
創

立
60
周
年
を
機
に
今
後
の
銀
鈴
会
の
充
実

と
安
定
発
展
を
は
か
る
た
め
、
不
特
定
多
数

の
法
人
及
び
個
人
の
方
々
か
ら
ご
支
援
い

た
だ
く
賛
助
会
員
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。 

創
立
者
の
「
国
や
地
域
を
問
わ
ず
、
一
人

で
も
多
く
の
声
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
理
念

を
も
っ
て
今
後
も
努
力
を
続
け
ま
す
。
賛
助

会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
「
ぎ
ん
れ
い
だ
よ
り
」

と
従
来
か
ら
の
銀
鈴
誌
を
も
っ
て
ご
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
何
卒
当
会

の
趣
旨
に
ご
理
解 

を
頂
き
、
賛
助
会 

員
と
し
て
お
力
添 

え
い
た
だ
き
ま
す 

よ
う
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。 

平
成
26
年
５
月
18
日
放
送 

（
公
社
）
銀
鈴
会
の
太
田
時
夫
専
務
理
事

が
ラ
ジ
オ
文
化
放
送
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
罹
る
と
い
う
、

が
ん
に
つ
い
て
患
者
さ
ん
ご
自
身
や
ご
家

族
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
が
ん
と
は
無
縁
だ

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
に
も
お

聞
き
い
た
だ
い
て
、
が
ん
を
テ
ー
マ
に
語
り

合
う
「
み
ん
な
で
が
ん
を
考
え
よ
う
」
と
い

う
番
組
で
す
。

メ
イ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め

る
（
公
財
）
が
ん
研
究
会
有
明
病
院
の
門

田
守
人
院
長
が
番
組
の
冒
頭
で 

、「
病
院

で
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
い
ろ
ん
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
情
報
交
換
会
が
あ
っ
て
太
田
さ
ん
の

話
を
聞
い
た
時
に
『
え
っ
、
こ
ん
な
普
通

の
会
話
が
で
き
る
の
』っ
て
本
当
に
驚
き
、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
是
非
番
組
に
出
て

い
た
だ
き
た
い
と
出
演
を
お
願
い
し
た
」

と
お
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

が
ん
を
告
知
さ
れ
た
時
の
衝
撃
や
、
食

道
発
声
の
コ
ツ
、

銀
鈴
会
の
様
々
な

活
動
な
ど
が
ん
患

者
の
視
点
か
ら
幅

広
い
体
験
を
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。
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ぎ
ん
れ
い
だ
よ
り 

Ｈ
27
年
春
号

私達も銀鈴会を応援しています 

（新しく応援メッセージをくださった皆様） 

東京慈恵会医科大学附属柏病院 診療部長 清野洋一先生 

日本頭頸部癌学会 理事長 林隆一先生 

一般社団法人日本耳鼻咽喉科学会 理事長 久育男先生 

公益財団法人がん研究会有明病院 院長 門田守人先生 

全日本相撲甚句協会 会長 山下晃生様 

元衆議院議員 与謝野馨先生      （五十音順） 

「
み
ん
な
で
が
ん
を
考
え
よ
う
」 

ラ
ジ
オ
文
化
放
送
キ
ャ
ン
サ
ー
カ
フ
ェ 

発声の準備運動

ＳＳＫ銀鈴増刊
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「
銀
鈴
会
創
立
60
周
年
」「
日

本
喉
摘
者
団
体
連
合
会
発
声

訓
練
士
資
格
認
定
」
記
念 

平
成
25
年
11
月
20
日
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
喉
摘
者
団
体

連
合
会
と
公
益
社
団
法
人
銀

鈴
会
の
共
催
で
、
小
春
日
和
の

穏
や
か
な
日
に
有
楽
町
朝
日

ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

連
休
の
銀
座
は
大
層
な
賑

わ
い
で
、
当
会
場
も
18
名
の

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
を
は
じ

め
会
員
や
ご
家
族
、
ま
た
前
日

の
朝
日
新
聞
夕
刊
の
記
事
を 

 

読
ん
で
だ
さ
っ
た
多
数
の
方
々
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

(

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ)

の
高
山
久
美
子
さ
ん
の
司
会

に
よ
り
進
行
さ
れ
審
査
の
点
数
集
計
を
待

つ
間
に
は
、
全
日
本
相
撲
甚
句
協
会
の
「
相

撲
甚
句
」
と
北
島
三
郎
音
楽
事
務
所
の
演
歌

歌
手
・
小
金
沢
昇
司
氏
の
「
歌
と
お
喋
り
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

第
１
位
の
厚
生
労
働
大
臣
賞
に
は
田
島

義
則
氏
に
輝
き
、
廣
瀬
審
査
委
員
長
よ
り
、

「
ラ
ス
ト
に
出
て
『
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
』
を
歌

っ
て
賞
を
お
取
り
に
な
っ
た
と
い
う
方
で

す
が
、
軽
妙
な
歌
い
方
が
絶
妙
で
息
つ
ぎ
や
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
も
き
れ
い
に
表
現
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
」
と
、
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

平
成
26
年
９
月
20
日
（
土
）「
創
立
60

周
年
記
念
式
典
」
が
、
五
反
田
の
ホ
テ

ル
ゆ
う
ぽ
う
と
に
お
い
て
、
来
賓
、
会

員
１
９
０
名
出
席
の
も
と
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
挨
拶
、
ご
来
賓

の
方
々
の
祝
辞
、
功
労
者
の
方
々
の
表

彰
式
の
後
、
脚
本
家
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
三

木
先
生
の
記
念
講
演
「
爆
笑
人
生
論
」

に
続
き
、
祝
宴
が
開
か
れ
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
式
典
を
つ

つ
が
な
く
終
了
致
し
ま
し
た
。 

声
帯
を
失
っ
た
人
に
よ
る
歌
の
大
祭
典 

銀 鈴 会 創 立 60 周 年 記 念 行 事

6 0
周

年

記

念

祝

賀

会 

後援ありごとうございました 

厚生労働省 

東京都 

公益財団法人ヤマト福祉財団 

公益財団法人損保ジャパン記念財団 

公益財団法人日本チャリティ協会 

社会福祉法人かがやき会 

社会福祉法人ＮＨＫ厚生文化事業団 

公益財団法人日本財団 

株式会社第一興商 

ニチハ株式会社 

アトスメディカル名優株式会社 

（敬称略） 

銀

鈴

会

表

彰

者 

・
平
成
26
年
12
月
５
日

☆ 

厚
生
労
働
大
臣
賞 

坂
上 

昌
平
氏 

《
自
ら
の
障
害
を
乗
り
越
え

障
害
者
の
福
祉
事
業
に
率

先
し
て
尽
力
》 

・
平
成
26
年
12
月
３
日 

☆ 

東
京
都
知
事
賞 

秋
元 

洋
一
氏 

《
多
年
に
わ
た
り
障
害
者 

の
福
祉
増
進
に
貢
献
》 

・
平
成
26
年
12
月
19
日 

☆ 

社
会
福
祉
法
人 

東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
賞 

齊
藤 

康
夫
氏 

関
野 

登
志
夫
氏 

《
社
会
福
祉
事
業
に
理
解
を

示
し
福
祉
の
進
展
に
寄
与
》 

・
平
成
26
年
12
月
３
日 

☆ 

公
益
財
団
法
人 

日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会 

大
場 

知
恵
子
氏

《
作
文
入
選
》 

「
私
が
失
っ
た
の
は

声
だ
け
で
す
」

障
害
者
週
間

内
閣
府
・
厚
生
労
働
省
・
東
京
都

ビンゴゲームを楽しむ祝賀会
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平
成
26
年
11
月
15
日
（
土
）、
第
８
回

全
国
喉
摘
者
発
声
大
会
が
、
厚
生
労
働
省
後

援
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
喉
連
と
公
益
社

団
法
人
銀
鈴
会
の
共
催
で
東
京
都
新
宿
区

の
東
医
健
保
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

開
催
に
先
立
っ
て
、
９
月
か
ら
10
月
に

亘
っ
て
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
予
選
会
が
行

わ
れ
、
食
道
発
声
の
部
か
ら
19
名
、
Ｅ
Ｌ

の
部
か
ら
６
名
の
方
々
が
決
勝
大
会
に
進

み
ま
し
た
。 

 

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
大
会
と
あ
っ
て
実

力
伯
仲
で
し
た
が
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
（
公
社
）
銀
鈴
会
の
竹
内
康
子
氏
は
、

喉
摘
者
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

歌
声
と
ス
ピ
ー
チ
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｌ
の
部
で
も
い
ず
れ
劣
ら
ぬ

大
接
戦
で
、
大
阪
市
喉
会
の
得
田
義
信
氏
が

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
茨
城
県
茨
城
甦
声
会 

・
期
間 

平
成
26
・
11
・
25
～
28 

・
参
加
者 

齊
藤
ミ
ツ
エ
会
長 

他
21
名 

・
派
遣
講
師 

銀
鈴
会
松
山
雅
則 

他
２
名 

茨
城
県
は
交
通
の
便
が
悪
く
各
会
員
は

車
で
通
う
。
家
族
も
一
緒
に
乗
っ
て
来
て
親

睦
を
深
め
、
和
気
藹
々
と
し
た
和
や
か
な
教

室
で
あ
る
と
言
う
。 

◆
鹿
児
島
県
鶴
鈴
会 

・
期
間 

平
成
26
・
11
・
30
～
12
・
３ 

・
参
加
者 

宮
永
宣
夫
会
長 

他
20
名 

・
派
遣
講
師 

銀
鈴
会
新
美
典
子 

他
２
名 

鹿
児
島
県
は
離
島
が
多
く
、
ま
た
陸
続
き

で
も
交
通
が
不
便
で
、
発
声
訓
練
が
出
来
な

い
会
員
が
多
く
、
２
年
ぶ
り
に
指
導
を
受
け

た
と
い
う
会
員
に
は
Ｅ
Ｌ
を
薦
め
た
。 

◆
愛
知
県
愛
友
会 

・
期
間 

平
成
26
・
１
・
26
～
29 

・
参
加
者 

石
川
勝
己
会
長 

他
29
名 

・
派
遣
講
師 

銀
鈴
会
秋
元
洋
一 

他
２
名 

癖
の
あ
る
発
声
の
聞
き
苦
し
さ
を
説
明

し
て
改
善
す
る
指
導
が
で
き
た
。
し
っ
か
り

空
気
を
入
れ
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
で
聞
き

や
す
い
声
で
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。 

◆
イ
ン
ド 

チ
ェ
ン
ナ
イ 

・
期
間 

平
成
26
・
１
・
30
～
２
・
11 

・
参
加
者 

・
医
師
Dr.
マ
ニ 

他
63
名 

・
派
遣
講
師 

銀
鈴
会
松
山
雅
則 

他
３
名
、

 

合
宿
研
修
に
よ
り
、
参
加
者
は
毎
日
50

名
を
超
え
た
。
短
い
期
間
の
多
大
な
成
果
は
、

会
員
が
、
限
ら
れ
た
日
数
の
こ
の
機
会
に
懸

命
に
練
習
を
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。 

◆
フ
ィ
リ
ピ
ン 

マ
ニ
ラ 

・
期
間 

平
成
26
・
４
・
14
～
25 

Ａ
Ｆ
Ｌ
Ａ
総
会
及
び
発
声
指
導
研
修 

◆
香
港 

期
間 

平
成
26
・
12
・
４
～
８ 

香
港｢

新
声
会｣

30
周
年
記
念
式
典
及
び

発
声
指
導
研
修 

 

廣

瀬 

肇
（
銀
鈴
会
常
任
顧
問
） 

咽
頭
腫
瘍
手
術
で
声
帯
を
失
い
、
機
械

（
電
気
喉
頭
）
を
使
う
酒
田
市
の
本
間
正
巳

市
長
に
対
し
、
市
議
会
の
一
部
会
派
が
市
長

へ
の
辞
職
勧
告
決
議
を
検
討
す
る
よ
う
求

め
た
と
い
う
山
形
新
聞
の
記
事
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
拝
見
し
ま
し
た
。 

要
求
の
理
由
は
声
が
聞
き
取
り
難
く
、
市

政
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
す
が
、
他
会
派
は
同
意
せ
ず
市
議

会
と
し
て
提
案
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た

と
い
う
の
で
、
賢
明
な
判
断
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。 腫

瘍
の
手
術
後
に
、
機
械
を
用
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
の
は
決
し
て

容
易
な
こ
と
で
な
く
、
周
囲
の
人
間
と
し
て

「
障
害
者
が
努
力
に
よ
っ
て
新
し
く
獲
得

し
た
声
」
を
、
注
意
深
く
聴
き
取
る
努
力
が

障
害
者
支
援
の
基
本
と
な
る
こ
と
を
理
解

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
「
日
本
喉
頭
摘
出
者
連
合
会
」
の

顧
問
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
な

こ
と
は
全
国
の
手
術
に
よ
っ
て
喉
頭
を
失

っ
た
方
々
に
対
す
る
一
種
の
障
害
者
差
別

と
も
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
す
。
市
議
会
と
し

て
提
案
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
内
容
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

（
要
約
） 

第
８
回 

全
国
喉
摘
者
発
声
大
会 

国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

喉
頭
摘
出
者
団
体
ア
ジ
ア
連
盟 

(

Ａ

Ｆ

Ｌ

Ａ)

活

動

報

告

山
形
新
聞
「
私
の
主
張
」 

平
成
27
年
12
月
23
日
付 

平

成

26
年

度 

遠

隔

地
巡

回

指

導

報

告

日
本
財
団
様
の
助
成
金
に
よ
り
開
催 

ゆ
う
ち
ょ
財
団
様
の
助
成
金
に
よ
り
開
催 

― 

イ
ン
ド 

― 

インド チェンナイの参加者

全国大会出場者記念撮影
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年
会
費

法
人
賛
助
会
員

一
口
五
千
円

六
口
以
上

個
人
賛
助
会
員

一
口
五
千
円

一
口
以
上

期
間 

四
月
～
翌
年
の
三
月
ま
で

・アシダ音響株式会社  

・アトスメディカル名優株式会社 

・株式会社インターネットイニシアティブ 

・有限会社エコープロセス 

・SMBC 日興証券株式会社 

・社会福祉法人かがやき会 

・鹿島建設株式会社 

・三協立山株式会社 

・住友林業株式会社 

・関野運輸株式会社 

・泉工医科貿易株式会社 

・全日本相撲甚句協会 

・綜研化学株式会社 

・公益財団法人損保ジャパン記念財団 

・第一医科株式会社 

・株式会社大和証券グループ本社 

・株式会社電制  

・東京医科大学看護専門学校 

・東京ガレーヂ株式会社 

・南武建設株式会社 

・ニチハ株式会社 

・日本ガレーヂサービス株式会社 

・公益財団法人日本財団  

・有限会社野沢正光建築工房 

・株式会社ハーフ・センチュリー・モア 

・橋本総業株式会社 

・原田産業株式会社 

・株式会社福祉施設共済会 

・株式会社プロティア・ジャパン 

・株式会社三井住友銀行 

・三井住友カード株式会社 

・株式会社明電舎  

・株式会社名優 

・山崎製パン株式会社 

・公益財団法人ヤマト福祉財団 

・一般財団法人ゆうちょ財団 

・株式会社レーサム 

・株式会社ロッテ （五十音順 敬称略） 

秋元洋一、朝田禮一、飯島敏禎、池田美代、石川眞佐子、石田

熀、石原文雄、市田治弥、Ｉ．Ｎ．、井上貴之、井上洋一郎、上

田貞行、梅崎伸、江口仁、榎本節子、江原澄、江原里美、江原

節子、大井卓雄、大篠文也、大貫栄二、大貫美智子、岡戸冨美

子、奥原修、笠木桃子、カトレア会、Ｋ．Ｍ．、川中伸啓、川鍋

千枝子、神立喜三郎、菊池孝幸、木下勝男、久保力男、熊川喜

代司、小林宏、Ｋ．Ａ．、齋藤隆、左海省司、山後弘子、山後祐

介、鹿内健悦、宍倉康雄、篠清市、篠奈津子、篠美登里、篠田

乃武子、島田厚子、初心 A チーム、白川充彦、杉山喬、Ｓ．Ｋ．、

鈴木正子、隅谷政紀、相馬麻衣子、高橋健二、高橋剛、高橋連、

高橋久義、竹内康子、龍村道子、辻文子、栃木謙治、栃木芙美

子、冨山美佳、永井一男、中西昭雄、中西かよ子、中村明美、

新美勝正、新美典子、西村恵三郎、長谷川峰子、馬場金五郎、

馬場眞人、半田建二、Ｈ．Ｃ．、Ｆ．Ｔ．、渕本義山、発知五平、

増田正毅、松清平、松田幸雄、松山雅則、Ｍ．Ｍ．、三澤武雄、

峯村文雄、三野武彦、宮本啓三、村上壮吉、村本高史、八木清

文、矢代三江、安野智、山岸正央、山口春吉、山口平男、Ｙ．

Ｓ．、山寺勉、山室あい、山本勇、吉田美保子、脇田誠照、渡邊

正雄、渡邊操、和田敦子、       （五十音順 敬称略）

申し込み等問い合わせ先

公益社団法人銀鈴会 事務局 髙梨泰弘

〒105-0004 東京都港区新橋 5-7-13 
ビュロー新橋 901 

TEL：03-3436-1820 FAX：03-3436-3497 
E-mail：office@ginreikai.or.jp 
ホームページ：http://www.ginreikai.or.jp 

～会員及び賛助会員と特別にご寄付を頂いた法人及び個人の方々～ 

ご支援有難うございました 

賛
助
会
員
募
集
の
お
願
い 

銀
鈴
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
声
の
習

得
を
と
お
し
て
、
社
会
復
帰
、

術
後
の
管
理
ケ
ア
お
よ
び
会

員
相
互
の
親
睦
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。
当
会
の
事
業
目
的

に
賛
同
し
、
活
動
を
支
援
し

て
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
を
も
と
に
さ
ら
に
充
実
し

た
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

お
力
添
え
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 




